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1　調査方法の概要

1．調査の目的

　技術予測を行父とにより・売血科学技術政策曝開ケ録するととも1・、広ぐ公表することに

　よって民間における科学技術活動への指針を与えることを目的とする。

　　2　調査の実施概要

　　・矯　調蚕の対象頭高（分瞬）

働，調査嚇範蹴押型2。分野である。

　　　　①資源・エ勅ギ≧（食繊源、森瀬源、鋤資源、讃源、エネルギ＿）

　　　　②環境・安全（環境、安全）

　　　　③家庭生活・教育（家庭生活、余暇、教育）

　　　　④健康（保健・医療、労働）　一

　　　　⑤国土利用（輸送、情報、建設）

　　　　⑥　工業生産

　　　　⑦先軸・趨的科学瀟（宇宙開発・海洋醗・閲ライフサイェ以ンフ剛土ンス1）

　　　（2）予測期間

　　　　　予測鯛栖暦『005年までの約3・、年間とした・

　　　（3）調査手法

働幽幽はデルファイ齪よつて行い、2回のアンケート！・よ臆見を幡させる方式とした。

、

注）デルファイ法くD・1phi法）

　　　デルファイ法というのは、多数の、へに同一内容のアンケートを数回くりかえし、デンケート

　　回瀦の意見を収れ輝せる方法である・2回目以降のアンケートには、前回の結果を酪者

　　にフ・蝸ド●バックするので回答都全体の意見の傾向をみながら洛人が再度質問課題を再

　1評価できることが、普通のアンケートと異なる最大の特色である。回答に自信のない人は多数

　　意見に賛同すると考えられるので、意見の収れんができる。

　　　デルファイ勘名前は・アポ・鍛のある古代ギリシマの地名であって、多くゐ榊・ここ

　　に集まって未来．を占なったことから命名されたもので、その手法はアメリカのランド』．コーポ

　　レーションが開発したものである。
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（4）個別技術開発課題の設定等

　　個別技術開発課線は・§56課題でそれぞれの分野の現状・問題点・今後の展望等を明示した

　　シナリオ及び関連樹木図を作成し、その中でめ位置づけを念頭に置きつつ網ら的に設定した。

　　，姶㍗ケート賜たっては・「今脚。輔・世界的姫模での戦争あるいは・我力茸国

　　の経灘会を鰍二四天変娯は起ら舳も，の」昂て略を求めた・．

（5）アンケート対象者の選定

　（D　選定の方針

論≧講篠ll鰍窄欝懸灘讐野詰論
　　　　ゼネラリス肱熱それ四域に関唇椰い造詣が効・総合的規鋤三三三三

　　　する人で、

　　　①主要企業、団体等の管理企画的立場に南る役員等
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　・　涛　」

　　　②関係省庁の管理職員

　　　③その他特定個人（技術評論家等）

　　　　より選出した。

　　　　また・スペシャリ朴蹄卸黙2い縛Fr的知識回する人悪

　　　①国公私立大学教授
　　　　　　〆
　　　②主要企業の研究者、技術者

　　　③国公立研究機関の研究者

　　　具体的孝選定方法としては、関係各省庁から推せんされた人を母集団＝と・しで塔専門分野の

　　．配みに留意しうっアンヶ一外対象著め候補者を選定したσそあ際紹知ガ5犀凌に科学技術

　　ご1庁が実施した技術予測三三どあ継続性を考慮する売甑でぎる阪わ1前回あ三徳予測調査に旧

懐㈱アがト触三門離含めることζ嘱’庶乞砺φ候穂・対し謡
　　　前にア；レ：ゲーニト1の趣旨を説鴫む％葵審を送付し、参加め諾香ぐ1希望する封象領域（分野）等

　　　を調査したのち、アンケート対象者を決定した○

（6）∫技術予測検討会及び分科会の設畳旨

　　本調査の円滑な実施を図るため、・学識経験者》らなる技術予測検討会旧び分科会を開催した・

一㍗．

　　　（7）アンケートの実施状況

　　　　①アンケートの実施時期

　　　　イアンケートは次の日程で行うた。・　，∵・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　発送日冒　　　締切担

　　　　　第颯アンケ赫　昭和5・瑠月’6日　　胡、9日

　　　　　第2回アンケート・昭和5・ユ年6月・4日・　．・6月30日

　　　②アンケートの回収状況

　　　　三冠た人三三386人（各回のアンケー玉対賭弓を合計し艇ぺ人数）ゑ全体の

　　　　24％であった（∫、

　　　　　第1表　アンケ轡トの回収状況

第平回アンケー　ト・ 陶第2回ア・ジケー・ト

．個別技術開発課題に関する設問 個別騰発課題に関する設問，

対象　者数

D回　　収　　数」、

�@収　率

・　　　　2，239人

@　　1，：5：76入

@　　　70％

1，576入

P・3蓄・6入

@84％

恥働－注） 辮は洛珊のアンケート畑町数船解し艇べ緻で疵
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第2表　　アンケート回答者の内訳

第1回ナンケ・』一ト 第　2　回『ア：ンケー　ト

個別技術開発課題に関する設問 個別技術開発課題に関する設問

人　　　数 構成比率 人 数工構成比率

ゼネラ’リスト 712人 45　％ 593人 ■　45％
グルーーブ

スペシャリスト 864 55 723 55畠

会『，社　，員 449 2
9
、

”9S07 3i愈
大学’ ﾖ　係 377『 24 295 23’

職　　業 公　　務　　員 441 28、 ’369
　ρ！28

団体役職員 273
1『

V 216 16

その他特定個人 36
2－ 29 2

2　0　代 6 0 5 0
b

3　0　代 88・， 6　・ 凄　62 5

4・0　代 522， 33 436』 33
年　　代

　　　▼T　0　代 662 42 552 42

パ’ U．0圃代 252 「16 231 18　・

70代以上 46 3 30 2

男 1，555 99 1，303 99
性　　別 一

女 21 1 13 1

1

注）　　第1表に同じ。

（8）調査結果の見方

課　　　　題 重要度”大〃の比率㈹ 実現時期（年）

，1．…技術が開発される。 90 1990

ゴ①　　　　　②　　　　　　　　　③　　　　　　　④

①課題番号である。
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璽

鯵

　　　②課題の中には、外国では実現しているものもあるが、それらについては、我が国に鉛ける．

　　　　実現牽意味する。この場合、外国からの技術導入及び国際協同開発による実現も含む。

　　　　　醗畝る“鱒…技術面で一定の・目標薩成されること・例え嵐試作第・号力磁す

　　　　　　　　　　　　　、ることを指す。

　　　　　実用化される　…　経済的にめどがついて実際に角いられるとと。例えば、実用規模のも

　　　　　　　　　　　　　のの第1号が完成する層ごとを指す。　　ドー　　　　　　　㌦㌔

癖鞠の欝1麟麗1謹灘麓：二
　　　④回答者から示された実現時期を時期の早四贋に並べ、全体の％番目の回答k未き流た時期

　　　　を示したもの。

　　　（備考）

　　　　慣ラリスト・、スペシャリストを対象とずる繭別技術醗鞭に関する設剛のほカ・に、

　　　琳ラリストに「技術醗をとりまく周辺事項回する設三三答して頂いている瓜．この

　　　概要では、”研究開発の傾向”を除いて割愛している。

恥⑲
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∬　調査結果の要点

1．科学技術に対する期待の大きい分野は、保健・医療、ライフサイエンス、食糧資諏雨、環境、安全

などの分野であり、逆に、科学技術にあまり期待していない分野は、余暇、尿庭生活の両分野であ

る。このような傾向は、前回調査結果とほぼ同様である。

（1）：重要度“大”の比率90％以上の個別技術開発課題
　　　　　　　　　　　　　　　o
　　回答者のうち90％以上が重要度“大”と評価している個別技術開発課題は2、1あり、医療関

　　係（脚中、心繊患がんなど）、．，資醐係（大隙面の砒食概ど）、防災三三係
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　⑳

　　（地震防災、油火災対策環境保全、医療品・食品の安全など）が目立っている。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　r1、
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全分野を通じて重要度“大論の比率の高い課題

順　位 課　　　　　　　　　題 重要度“大紬の比率㈲ 実現時期i勾

1

（海洋開発）　7．水深200m三三の大陸斜面に鉛いて、

ﾎ油を経済的に採堀することが可能になる。 98 1990

（保健・医療）　2】・現在より有効な脳卒中に対する予防

@と治療法が開発されて、60才以下の脳卒中による死亡

ｦが現在の約1／2に減少する。

98 1992　　1

@
　
三
論
　
　
1

（保健・医療）　24．心臓及び動脈硬化の研究が進歩して、

U0才以下の心臓疾患による死亡率が現在の約1／21螢

驕B

ρ　98
1997’

4

（：食糧資源）　6・o．速効で早く分解無毒化する安全な化学

_薬が開発され、現在使用されている残留性農薬のすべて

ｪこれ轟き換る・

96 ig96

5

て宇宙開発）　15・入工衛星を利用した世界的気象観測シ

@ステムが騨発され、広域の気象変化（例えば寒冷化など）

ﾌ長期予測がかなりの精度で行われる。

95 1985

　　5
刀s恥

（保健・医療）23．より有効な制がん剤が開発されて、

ｫ性腫瘍のほぼ完全な治療が期待できるようになる。 95 2002
、　　　　L

@　7 （白州発）12・世界応訴信解システム族現する． 93 1984

7

（保健・医療）　22・がんに対ナる診断治療法が経験等の

ﾏみ重ねによって進歩し、がんによる死亡率が現在の約

E／2になる。甲

93 1994

7

（安全）　14．大都市（入口10’0万入以上）に於いて、

n震による被害を最：幽門にし得る防災シヌテム（防災拠点、

h災ベルト等）が完備される。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●

93 2001

10

（工業生産）　38・生体機能を持ち拒絶反応等の有害な作

pを起さない半合成又は合成高命子材料が入工臓器、器管　　　　　　　　　　　1材料として実用化される。

92 1997
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順　位 課　　　　　　　　　題　　． 重三“大めの上鰯） 実現時其脚

（ライフサイエンス）　5．がん細胞の特性が分子生物学的

10 に解明され、細胞のがん化の機序、がん細胞の特性が明確 92 1997
f

には握されるようになる。
r

（環境）　i．大気汚染、水質汚濁等の環境問題を未然に防

12

止す画く、火力発電所、コンビナート、道路、港湾等の整

91
葱、

L
脚

備計画作成の際に環境アセスメントの実施が義務づけられ、 ・鍵

方法論も一般化．し、社会的に定着する。 艦

《

（安全）　2．新しい医薬亀傘品、生活用品が開発されへ r　　、
’

12 市場に出廻る際に安全の確保のための評価技術が確立し、 91 1988

一般に受け入れられるように理る。

ピ保健・医療）　51．救急医療のための冬ットワークが全

12 国的に完成1ハ患考を迅速に適当な救急センターに送りi込 91 1990

む搬送システムができあがる。

（工業生産）　25．有毒ガス、．放射能、ふんじん中等の危

1
1

坐礁高齢下での作業の大部分雌業用・ボ・曙に 91 ．19櫓91

より無人化される。

霞
｝
一

｝

（海洋開発）　1．海流友び海洋温度の変化の機講と、気象

冒　嶋．ゐ

12 91． 2001
変化、水産資源等に与えるその影響がほとんど解明される。

（エネルギ三）33・油火災、爆発等の大規鰍害の発生

17 90 1988
を抑制するたやに、「コンビナートの立地、新プラントの開

発、タンカーの大型化等に際して、安全ゐ確操のための評　　　　　　　　　　　　　　　　覧，

価技術が確立し、一般に受入れられるよう’になる。

17
（甥ルギ学132．斯封入三三難にキる放射性

p棄物ゐ安全な処恐処み技術が実用化きれる。「
9ρ・ 199’、0

も

（ライフ餌エンスジ・5．凱細胞の騰趾技術族
17

用化される。－
90『 1994
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順　位 豫　　　　題 重要度“ガの比率％ 実現三姫陶

17
（食三三）61・ウイルス聴鋤く難な薬剤鹸用

ｻされる。 90 1997

17
（工難産）3gl　DNA、　RNAのような高三度言二三

qが1醗され・より複雑な糠随身力珂能になるb 90 1998
　
　
三
論

～

1穐⑲

（2）個別技術開発課題の馬蝉の分野男批較
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小 不要

三

一醗

ξ
詳

｛
、

ia科学瀟に対する鮪一回儲の立場（属する分野）によって旧き倶砺合があるのに対

し、実現時期についてはあまり差は認められない。

（1）

重複（又帽類似）曝定さ嫉課題唖要腿ついての珊蹴較（勘大き噛趾位5課題）
　　　　　1’

順位 分　　野 課　　　　　題
重要度〃大〃 同　左　の …

の比率（％） 差　　（％）

爵 角
ζ

機．
工業生産 39．DNA、　RNAのような高

@密度記憶素子が開発され、よ

90 「

り複雑左情報処理が可能と左

る。
謬

’ ライフサ
1

イェンス
2　DNA、　RNA左どが有す 15

81
V5

る高度の記憶機構を模した高　　　　　　　　　　、
6

密度言弓憶素子が開発され、よ，

り複雑な情報処理が可能とな i・

る。

｝

厘

情　　報 21．PNA、　RNAのような機 9

能をもつ高密度記憶素子が開
，

発され、より複雑な情報処理

醗
　　負

H
．1， が可能となる。

一 宇宙開発 20．人工衛星を利用し摩世界的

’航行管制システムが実現する
81

1・炉

2 鉱物資源 α　鉱物輸送の安全性を確保す 9

るため、航行衛星を用いた鉱 12 69
、　：1

R
管

石タンか一の位置確認、航行
：
1

管制システムが開発される。

工業生産 25　有毒ガスV放射能、ふんじ 91
ん中等の危険佃所、悪環境下

1
「

での作業の大部分が産業用ロ
69

ポット等により無人化される。

安　　全 18・　　伺　　　　上 22 ア・1

1∴1
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順位 分　i野 課　　　　　三一
重要度〃大〃 同　左　の

の比率（％） 差　（％）

宇宙開発 16．人工衛星により、農林・水 86
産・鉱物資源等の探査が行わ

れる。

4 64
鉢物資源 ：L　我が嗣と）人主衛星により鉱 22

物資源の賦存予測技術が開発 ’麟　，▼

されるg

ライフサ 19，遣伝子制御に基づく食糧生 、73
イェンス

産生物の特性改良（収量、耐
響

病性）弓術が開発される。

53
5 食糧憎憎 2．有用植物（微生物は除く） 20

の形質改良に、分子生物学的

手法（遺伝子操作など）が実

用花される。

」12一

㊥

㊥㊨

a盤度に対する評価につい揃回と調査結果を比較すると、分野によって異るが鍛的傾向とし，

　　ては重要度”大”の比率がやや低下している。これは、環境問題、資源問題等を契機に意識や考え

　　方が急速に変化してきたこと、課題によっては技術開発の難しさが次第に解ってきた結果、技術に

　　期待することに無理があると考えられるようになったこと、未来に対して悲観的見方が多く左って

　　いること、研究開発投資に伸び悩み傾向が見られることなどを反映したものと考えられる。

　　　嫡前回衿回鍾複噸似を含む）して設定された個別技術醗課騨つい三門度卜す

　　安全’環境’省資源の観点から問題視される課題、技術に対し過剰な要求参されていたことへの反

　　省が出て来た課題左どに多い。　　　　　　　　’

　　（1＞重複（類似）課題の重要度に対する評価の変化

1
1重要度〃大・の　　　　　　¶

重要度大〃の比 重要度”大”の

分　　野 課題数 比率が減少した
ﾛ題の全体に占

率に変化のない
ﾛ題の全体に占

比率が増加した
ﾛ題の全体に占

める割合（％） める割合（％） める割合（％）

評価が著しく低 家庭生活 4 100 0 0

下している分野 余　　暇 4 rOO 0 0』”

評壇砥下して 情　　報 40 93 0 8

．いる分野 建　殺 7 86 0’ 14

禰
鉱物資源

Gネルギー

　　「@5

P4

80

V1 0
0

20　』

Q9
評価が低下して 環　　境 5 80 0 20
らる課題が多ら 安　　全 4 75 o 25
カ㍉向上してい 保健医療 33 64 0． 36
る課題もある分 輸．送 9 67 0 33
野 エ業生産： 10 70 10 20

海洋開発 17 ’　　59 ．6 35
評価が低下して 食糧資源 42 50 12 38
いる課題と向上

している課題が 森林資源 2 50 0 50
拮抗している分 宇宙開発 21 38 0 62
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（2）重要度”大”が50％以上の課題が全課題に占める比率の変化

　　1では重複（類似）課題について比較してらるが、重複（類似）しているか否かを問わず、ナペ

　ての課題について、重要度”大”が50％以上の課題の占める比率を比較すると次の表のと回りで

　ある。

み　　野 前　　回 今，　回．

・食糧資源・森林資源 41％ 44％・

鉱物資源・水資：源 40 30
エ　ネ　ル　ギ　一・ 29 30

環　　　　　　境 60 42

安　　　　　　全 88 41

層家　庭　　生　活 17 6　ド

余　　’　　　暇 10 0

教　　　　　　　育 27　・ 乞0

保　健・医　療 58、 64

輸　　　　　　送 29 22

情　　　　　　報 37 32
■

建　　　　　　設 64 28

工　業　　生　産 29 17　　・

宇　宙　　開　発 21 25

海　洋　　開　発 48 34

上記分野の平均 39 33

（注）　安全分野は、前回は自然災害、火災のみであったが、

　　今回は、これに労働災害その他災害を加えているめで、

　　比較は困難である。今回の比率の低下は、労働災害、

　　気象制御のような自然現象に手を加えるもの左どの評

　　価が低いことによる。

一14一

’．醗

｝紛・

ε⑳

気・

（3）重要度η大”の比率の増加が著しい課題例

①　資源問題に対処する課題

分　野「
課　　　　　　　　　　　　　　　　題 の比率（紛

重要鹿大’1．

前回 今回

海洋’開発
＆．

柏辷�[岡深r騨るマンガン聯経隙採取 12・ 55
することが可能と左る。

－餅賑 42・南氷洋のオキアミなど動物性プランクトンを利用した食極及び 22 ．61

飼餌料の生産が実用化される。

エネタギー 3α　エネルギー利用効率の飛躍的向上のために各種エネルギー変 23 63
換、システムを組合せた地域トータルエネルギーシステム（地域で

の熱容量10万KW程度）が実用化される。

食糧資源 43：深海、極海に澄ける来利用魚貝類資源について資源量、存在状 14 、3　8

学齢が解明され、漁獲技術が実用化される。

　　　　　「
H糧資源 ・a害虫、澗の蜘場所をコント。＿する技術（蘇三法

32 74
，などたより害虫、天敵の生息場所や数量を制御す乙方法）が開発

ざれる。

海洋髄発 2・バイオテレメトリの発達により、海洋に澄ける主要生物の移動 16 36
及び生活状況が広域にわた』て明確になる。

碗
糧
鰭
■
8
」 47 @穀類の下民現象を利用した品質を落さない長期保存技術が開発 18 38

される。

食糧資源 ・畷鰍翻即脚下騨ど自然環境を編 1　1 23
た貯：蔵法が確立する。

鉱物資源 L我が国の人工物によ凹凹源の嚇予測技術が醗される1
1与 22

注）　重要度η大”の比率の増加が著しい課題上位20から選択した。
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② その他の課題
■、

、

分　野 課

重要度喝¢大”

の比率、幽－
分　野 の比率

重要度η大”・

@　　　㈲
技術的制約のた題

．
． 課　　　　　　　　　題： め非実現とする

前回 今向㈲
前回 今回

回答者の比率㈲

・キ薫ス・タグのような、額人工鯉を腱したり・

@道変換再使用可能な三舞有く宇宙船が実現する。

軌 13 ．68 エネルギー

﨟@　　報

　地撫脚ステムが開発四四ビジネス用の標準型醐る（昨語一英

16

Uρ

　4「

P’

V 21

7『 P

森瀬激 霞在のチ。ンレ轍かわり、ほとんど纐の小環 18’：

80

語）自二時通訳機が開発される5

〆燃櫛醗されう・．

愈
　
「
一

顔 ぎ∫」

癬雍．二二蝕の二輪蘭視される課題．

輸．　　送『 忘種輸送手懸適正編1三輪合㈱ 27 8’U

分　野 課 題 の比率

重要度般大”

@　　　㈲
ステムが確立する。

前面 今回

宇宙開発 30．スペースシャトルのような地上と宇宙の間を往復し、

k能面飛行齢実靴される・

再優 23 68、
　エネルギー

F
宙
開
発
【

U原子力エネ睦による三三テムが熟属1いケ躰轡陶鍵品行す瑚間の商業輸送
19

Q、

A18 0
2

機が実現する6

保健・医療

、魚体魔大な障害を与嵐細隙鞭な径。畿　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’

23　． 62．
騨畿、 ・磯式囲一な三三近くに固定㌣酬勘交

2
・
1

『3

三三

　薬が実用化される。　　　、

@　　　　．　『’　『

E4

w
麟
藤
完
鉱
回
復
を
轍
％
覇
1
醗
　
，
さ
れ
る
。
・

2’

W 46
﨟f』

撃，設
x
　
送
．
確

　通トンネルが全国各堆に敷設される。
E噛地方の者聴いて地域全体の道臨瞬のヒ＝テ　旧い雪害をなくす技徳が実用化される。3三和る繍大回の横職・錨が嚇㍍

イング 32

U．4

　8’

Pβ

（
4
1

顕一大”の膣の減少三夕謙題傷脇

一旭i‘ 酔 贋
．！、

Q 寸感一瞬…ぬ二雀竺一・
① 技術的難しさが解ってきた課題： 寿

． 謀 の比率

重要度「大”

@　　・㈲重要度疾・ ．ラ
悪

野： の比率 ㈲ 技術的制約めた
ﾟ非実現とする

前回 傘璽
分 課 騨

前回
全回 回答者の比率紛 躯生活 2噂電気の騰勢脚配しなく下ナむ制離鱒騨 77． 3

宅
　
「
　
■
　
　
可
5
　
圃
　
p
　
　
」
　
’
　
石
層
．
　
　
　
．
．
」
唱
1

．情　　　報 ・L

冾
q
N
A
の
よ
燃
能
を
も
輝
度
記
麟
子
が
開
発
さ
瓢
．
よ
り
灘
嫡
報
腿
が
可
能
　
　
と
な
る
。

7’
O 9 39

国
　
蔑 家庭

　及する。

E簾瓢＆一丁・　騨） 30
1’

・
i

’

球生産 4乳「 _雌の雰囲気醐できる発熱体（細

@℃程度）カ1開発さ鞄るσ

65 10 ラ5

、！

．注）①、か蹴で揮蜘1雌吻熱課騨 0 禽
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4　重複（類似）課題について実現時期（中間値）を比較すると・．、全体平物で6・3年遅れで

いる。この遅れの理由は、3の場合と同様、技術開発の難しさが次第に分ってきた課題が

あること、未来耐して悲観的見方が多くなうているヒと・研究醗投資に鱒悩み馳

が見られることに求めることができよう・，

（1）実現時期の遅れ（分野別）

食墨型：鮫・灘購轟難聴錨ぞ旋離馨轟柳

　4．7年、保健・医療4．3年森林資源4・0年、環境3β年

（2）実現時期の遅れの著しい課題例

遅れの年数 重要度一実現時囎
課　　　　　　　　　　題

一（年） （今回） （今回）

（輪送）　15　大都市（人口100万人程度）全域の 1　4 67 1696
交通をむらなく円滑に運用するため、面制御、径路誘

導などを総合的に組み合わせた総合交通管制システム．　　　　　　　　　　　’

が確立する。

（工業生産）　47．酸化性の雰囲気で使用できる発熱 14 10
2。6¢

翻
璽
「
弘

体（3，000℃程度）が開発される。

（食糧資源）　6q　速効で速く分解無毒化する安全な 13 96 1996
化学農薬が開発され、現在使用されている残留性農薬

のすべてがこれに置き換る。

（輸送）　14．異種輸送手段が最適結合されるような 13 86 1996
全国的な総合輸送システムが確立する。、

’

一18一

置－

’　　　　　　　、1

課　　　　　　　　題
遅れめ年数 運三度綱 実現糊銅

（年）， （今回） （今回）

て食糧資源）　62．ニカメイチュウ、ウンカに対する ．13 80 1996 い

生物農薬が開発され、両害虫に対する化学農薬仔）使用

三三1半減する。　　　　　　　　ド

（海洋開発）2a．数キ・メートル四方の巨夫三脚 13 23 1999

働，
漁二三）又は灘式三三を利用し嫡上空港が実

@現する。

（安全）　14．大都孟（人口100万人以上）に知レ・ 13 93 3001．

て、地震による被害を最少限にし得る防災システム（
F

｝：・

防災拠点、防災ベルト等）が完備される。
召

健設）24緑地帯（森、公園）を中心としてそQ 13 10 、2002 一

周囲に二三旨を配置した遠心都市が出現する。

穐

　5　次期弓術革新の開花は遅れ三三である。重票度が大きい課殖につ喚て毛の実現時期をみ　q　　ると、前回調査では1950年代に中心があったが、

　へ

ﾉ調査で榊心が・ 990年代に

移つでいる。
r

ω籔度の帥翻喋現嘲　　　　聖
@　　　　　　　　　　　ψ

i

19き。年代 1・990年代 蓄の他
匡

前回調査（重要度岡大”の比率与。％
@　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　83％以上めもめ）

13％ 4％
、
1

今回調査（輯告書に列挙したもの）　　　　　　3 2％1 6・1％ 7％
、
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